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事業対象
 最終的な対象

区内在住の初産の妊婦およびその夫
同上

84.0

２９年度

0

72

6,814

0

　 土曜・日曜コースの申込受付及び運営委託内容
なし

妊婦及びその夫が妊娠、出産、育児についての知識や実技の習得、仲間づくりを進めることで安心して出産・育児が行えるよ
うにする。また、保健指導・栄養指導により正しい生活習慣の確立を促す。

100定員に対する参加率 87.0%

195

評価の理由

実績

20

 直接の対象

初めての出産・育児に臨む妊婦及び・家族にとって、出産・育児にあたり準備すべきことや心構えなどの知識を
妊娠期に学ぶことのできる本事業は、出産・育児の不安を解消する機会として必要性の高い事業である。また、
働く妊婦の増加と夫の育児参加意識の向上に伴い、土・日コースへの応募者は増加傾向にある。

実施回数の増加に伴いコスト増となったが、参加者数が増加していることから、事業の効率性は維持されてい
る。

2,310 2,561 3,462
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

2,141

２８年度

成果指標

9,627　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

11,937

1,890

３１年度

目標値

6,814

前回評価から29年度
に改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

3,352

0

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 11,937

0

7,936

10,497

0

80.0 87.0

手段の適切性

3
評
価
の
視
点

評価

3

今後の方向性

維持

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

両親での参加が増えていることにより、土曜コース及び日曜コースに応募者が多い状況が続いて
いる。引き続き、適切な定員・実施回数等について検討していく必要がある。

両親で参加しやすい土曜・日曜コースの充実のため、実施内容等について連携を図りながら事業を委託してお
り、より高い事業効果を得るための適切な手段で事業が実施されている。

体調不良による当日の欠席はあるものの、土・日コースの応募は定員を超えるなど、概ね目標は達成されてい
る。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 3

効率性

事
務
事
業
の
実
績 420　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

3,390

420

27

平成３０年度　事務事業評価シート

（１）安心して子育てできる環境づくり

母子保健法第9条根拠法令等

事務事業名 ハローベビー学級

　

保健サービス課

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

ハローベビー学級

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

補助金の有無

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

昭和

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

年度

２７年度

両親で参加しやすい土曜・日曜コースの応募者が多い状況にあるため、日曜コースの実施回数を2回増やして年間24回
の開催とした。

0

10,497

２７年度

所
管

健康部

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

22

実績

24 24

指標の名称

実施回数

目標値

100.0%

①子どもを生み育てる世代への支援

法令（義務）

一部委託

妊娠期から産褥期の過ごし方や、新生児の育児についての講義及び沐浴実習等を実施する。
（平日コース）　１日制　年４回実施
（土曜コース）　１日制　年６回実施
（日曜コース）　１日制　年14回実施

達成率
単位

回

％

２８年度

100

２９年度


